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（協議経過） 

１ 開会 

〇中沢事務局員 

地域自立支援協議会、第３回相談支援部会

を始めさせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

本来であれば、当センター所長よりご挨拶

があるところですが、少々所用で遅れており

ます。本日進行させていただきます、障がい

福祉センターあしすと自立生活支援係の事務

局になります、中沢と申します。どうぞよろ

しくお願いします。 

それでは、始める前にいくつかご説明をさ

せていただきます。 

まず 1つ目として本日の席ですが、委員の

皆さま方からたくさんのご意見をいただけれ

ばと思っております。この後、グループでの

お話し合いを設けておりますので、このよう

な形式をとらせていただきました。 

次に中央のところを見ていただくと、少し

下にケーブルが這ってます。情報共有として

簡単に説明させていただきます。参考として

資料を配付させていただいております。 

ヒアリングループについてですが、これは

補聴器を使用されている方の聞こえを支援す

る設備になります。補聴器などでは、人が話

す声の聞き取りが難しいことがあります。結

局、人って耳で音を選ぶ機能がついているの

ですが、補聴器は全ての音を大きくする機能

になりますので、音を選ぶということが難し

く、全体の音が分かりにくくなってしまいま

す。 

その時に、このヒアリングループというもの

ですと、マイクを通した音声のみを伝えると

いうことで、会議やコンサート会場などでク

リアに聞くことができるとされています。今

使っている私のマイクと、ここについている

マイク、これらの方で音源の音だけを拾って

ループで音を出すという機能になっています。 

このヒアリングループなのですが、全ての

補聴器に対応しているわけではなく、T モー

ドというものが付いていないと使えませんの

で、そこが注意点です。 

ただ一方で、足立区では学習センター等の

会議が行われる場所でこれを貸し出ししたり

もしておりますので、今回、石井さんのご協

力のもと、こういったものを試していただけ

るということで用意をさせていただきました。

様々な合理的配慮の 1つのツールとして、情

報共有の 1つとして今回設置させていただき

ましたので、ご紹介させていただいています。 

次に配布資料なのですが、順に説明してい

きます。 

まず、一番手前の次に入っている「私たち

が目指す相談支援の姿」、その次に、この後

詳しく説明していきますが、「やってみよう 

モニタリングの検証」、両面刷りで、表にな

っていますが、モニタリングテーマからの事

業所訪問の実施について、第１回から第４回

までの実施のご案内というものです。 

そして、Ａ３で大きいですが、足立区がモニ

タリングの検証の試行検討のために作成した

横長のものが１つあります。振り返りシート

と書いてあるものですね。この検討の中で使

わせていただければと配付させていただいた

資料になります。 

それに加えて、第２回相談支援部会の資料

として、まだ案が付いている状態で申し訳ご

ざいませんが、前回のところで皆さんの方か

ら共有としていただいたものを、それぞれ取

りまとめ、記録したものがお手元にございま

す。内容を見ていただき、修正がありました

ら後ほどお伝えいただければと思います。 

もう１つの参考資料なのですが、第２回の
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意見をまとめて、意見として出たものをまと

めてみると、こんな感じになりましたという

ものです。前回の振り返りも含めて、参考資

料として付けさせていただきました。 

次に本題に入りたいと思います。 

それでは、本題に入りたいと思います。こ

こからは会長の方に進行をお願いしたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 

〇小杉部会長 

改めまして、成仁病院の小杉と申します。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

議事に進んでいきたいと思いますが、第２

回の相談支援部会で、質の向上というところ

を意見としてまとめさせていただきました。

具体的な取り組みとしまして、事業所訪問を

第３回までの間に４回ほど行いましたので、

その内容について、まず事務局から説明をさ

せていただければと思います。この後グルー

プワークもございますので、ぜひご意見いた

だければと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

〇中沢事務局員 

事務局の中沢から、今までの結果の説明を

させていただければと思いますので、引き続

きよろしくお願いします。 

まず、第２回目の相談支援部会からという

ことを考えますと、繰り返しにはなるのです

が、この相談支援部会につきましては、計画

相談の中核になる主任相談支援専門員、日頃

相談対応されている方、ご家族の視点からと

いった方たち、様々な立場で構成させていた

だいている部会になります。 

その中で、相談支援という位置づけが非常

に重要になっています。そして、相談支援の

質向上に向けて、やりがいを持った支援を継

続するための評価や指導的視点ではない、サ

ポーティブな仕組み、そのための指標となる

ものを進めていきたいというようなことを第

２回のところで提言させていただいていると

思います。 

そこで、この足立区という地域を考えると、

行政主導とならず、ここにいる皆さんと一緒

に考え、様々な視点からの意見をいただく機

会を今回もいただければと思っておりますの

で、よろしくお願いします。 

最後に、資料としましては、順番が飛んで

しまいますが、「私たちが目指す相談支援の

姿」、モニタリングの検証、そしてＡ３の振

り返りシート、こういったものを使いながら

進めさせていただきますので、よろしくお願

いします。 

今お話ししたこととしましては、「私たち

が目指す相談支援の姿」の中の、第１層、第

２層、第３層となっているうち、第１層のと

ころに基本相談支援を軸とした相談支援があ

ります。ここが計画相談の層です。 

皆さんと今回話したいところは、この第３

層、「地域における支援体制の整備や社会資

源の開発など」という、その対応を通して皆

さんと一緒に作り上げていきたいという組み

立てのイメージでいます。質の向上について

の検討は、繰り返しにもなってしまいますが、

相談支援者の中でも相談支援の役割が今とて

も大切になっています。 

足立区としては、昨年度も実施しているの

ですが、障がい者の適切なサービスを支援す

る体系を構築することを目的とし、「足立区

障がい者多面評価」と題して、足立区におけ

る相談支援の結果の検証を、相談支援の質向

上と人材育成を含めた部分の相談体制の強化

に取り組むということをさせていただきまし

た。まだ道半ばの部分が本当に多いものです

から、引き続き皆さんと一緒に検討する機会

や内容が必要だと考えています。 
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「モニタリング結果の検証」という資料の

ところで、モニタリング結果の検証をケース

点検として行っています。その中で、真ん中

に書いてあるのですが、検証はサポーティブ

なかかわりを重視する、行政による指導点検

とは違うというところも含めて、様々なご意

見をいただいているところです。 

そういった中なので、改めてその試行と指

標、そういったものをどのように考えていく

かということで、第２回と第３回の間を少し

開けさせていただいたのですが、その期間の

中で、障がい者基幹相談支援センターと主任

相談支援専門員、メンバーの皆さんと、モニ

タリング検証の手法の素材集め、ここで検討

していただく内容を含めた素材を集めるとい

うことを目的とさせていただいて、何回か訪

問をさせていただきました。 

実際にその行った内容を通して、より具現化

しやすい、共有できるところを示して、この

後グループ検討でおこないますが、具体的な

質問や気になる部分、様々な意見をいただい

ていければいいかなと思っているところです。 

そもそも、モニタリングの検証とは、とい

うところから少し説明をしないといけないか

と思い、それでお配りしたのが「やってみよ

う モニタリングの検証」という資料です。こ

れも分かりやすくなっていると思いますので、

こちらを使わせていただいています。 

まず初めに、大事なこととして言わなけれ

ばいけないのが、概要のところです。どこが

やるかが書かれています。市町村より基幹相

談支援センターの役割としていますので、ま

ずこれについては、行政が中心になっていく

と位置づけられていると思っていただきたい

と思います。 

ですので、足立区については、基幹相談支

援センターは、ここに所属している障がい福

祉センターと障がい援護課の基幹相談・権利

擁護係と２つ分かれて実施しています。そこ

が、地域の相談支援従事者に対して行うとい

うイメージになるのかなと思います。「モニ

タリングの検証」というところ、「やってみ

よう モニタリングの検証」のところに、検証

って何をするところなの？という質問項目で

書いてあります。 

まず、各相談支援事業所の質向上や公正中

立性を高めること、相談支援専門員が作成し

たモニタリングの結果を市町村に報告するこ

と、モニタリング結果の検証が行われること

が望まれています。 

何よりもそこの部分を簡単に考えれば、当

事者、地域で実際にサービスを受け、計画相

談を受けている方たちが、必要とするサービ

スをきちんと利用できているかということを、

個々の相談支援事業所だけでなく、地域全体

でしっかり把握していきましょう、というと

ころになると思います。 

その後の質問項目に「検証をするとどんな

メリットがあるの？」ということが書いてあ

ります。真ん中辺に書いてあるところで、「相

談支援の行動変容を促す取り組みをしてくれ

る」という、ここが結構大事なものとなると

思います。目的達成の方策を一緒に考えたり、

気づきを次の相談に活かすような動機付けに

なるものというところです。 

こういうところになるので、評価などとは

またちょっと違うものが、この検証の意味合

いになると思います。 

では、その行動変容とはどういうものなの

か、ということなのですが、「私たちが目指

す相談支援の姿」の資料ですね。障がいのあ

る方の生活を支援するために、実施主体は東

京都ではありますが、専門の方たちのこの内

容を軸に、様々な研修を行い、相談支援を進

めるといった構造です。この考え方を振り返

っていただき、実際にどれだけ活かしていた
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だくかというところが大事な点になるかと思

っています。 

その下にありますが、「実施主体の役割」

というところで、その通りに書いてあります。

ですので、基幹相談支援センターを対象とし

強化する区の事業と、やはりそこに主任相談

支援専門員さんたちがこの事業に参画いただ

くことがとても大事ですよと書かれています。

そこは今までの流れの通り大事にしている部

分と思っていますし、足立区の規模を考えて、

やはり皆さんの力を借りていかないと、とて

も実施ではできないと考えています。 

そこからどうやって組み立てていけばいい

のかという、具体的な話になってきます。 

昨年度は、主任相談支援専門員さんとケー

ス点検という形で実施しました。大きい、先

ほどの資料にもありますが、こちらのＡ３版

の経緯に書いてあります。 

このケース点検はどんなものかというと、

裏面ですね。ここも読みながらご理解いただ

けると思います。 

先ほど説明した通り、少し見えづらいとこ

ろもいくつかあって、検証することによって

得られた改善点を次の支援につなげられれば

良いというような発見があり、そういった中

で、指導的視点ではない、サポーティブな仕

組み作りや、そのための指標になるものとい

う意見も当時からいただいておりました。 

そういったところで、もう少しやり方とし

て形を変えるという形で、顔が見える関係を

重視する方法、モニタリング検証をやってみ

る資料の裏面のところ、事業所訪問という手

法を使って実施してみようという形でお試し

でやらせていただく形を取らせていただきま

した。 

それが、Ａ３用紙サイズの資料の令和６年

度のところで、４回実施をしているという形

です。 

その具体的な内容というのを、このＡ３版

の「モニタリングの検証の手法」の方で説明

させていただきたいと思います。 

まずは、主任相談支援専門員が事業所を訪

問し、対面でスーパーバイズする中で、結果

の検証を行うという方法です。 

第１回を１０月２８日に実施させていただ

いたのですが、実施のところを見ていただけ

ると、「気づきを促し、支援を振り返る」と

いう、都の研修の手法に沿った方法です。先

ほどの説明の中でも「行動変容」という言い

方をさせていただいたと思いますが、日々や

っている支援の位置づけが、研修の視点に合

っているものなのか、そういったあたりを中

心に行いました。青木委員、芝委員のご協力

で実施しています。 

そこで出てきた意見は、下にいくつか書かせ

ていただいていますし、この後より具体的な

実際にやってらっしゃる方たちも参加してい

ただいていますので、この後のグループワー

クのところで、実際に感じられたところを共

有していただき、深掘りしていきたいと思っ

ています。 

第１回の結果としては、下の方にあるので

すが、「親しみやすいネーミングが良い」と

いうことと、やはり少しシートみたいなもの

が必要だというところもあったのが見て取れ

ます。 

そういったところも踏まえ、第２回目も実

施するのですが、第２回はどちらかというと、

相談員さんがそれぞれお持ちになっている具

体的なケースの内容、事例的な要素を、1 回

目よりも濃くしてやってみたという形です。 

ここは結構私も混乱するところではあるの

ですが、これは一人一人の事例検討をするも

のでもないのですね。この検証というのは、

支援をするための指針、指標を作って確認し

ていくというものがあります。目の前の個別
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の支援も当然大事ですけれども、その背景に

ある支援の視点や、自分たちの行動の指針み

たいなものを振り返る、そこが重要というと

ころもありますので、事例検討に偏ってもい

けないという辺りがあるかと思います。 

そこで、まず事例から入っていただきなが

ら、主任さんのスーパーバイズによって気づ

きを促すという、基本的な流れは変わらない

と思います。 

その中で、第２回の結果は、やはり利用計

画に記載していない理由や思いを汲める場所

があり、もうちょっと流れが必要という意見

がありました。第 1回、第２回をやってみた

ところでは、やはり行動変容できていない振

り返りが行えるところが課題としてありまし

た。 

それで、１枚のシートの振り返りシートと

いうものを作って、これがお配りしたもので

あると思うのですが、やってみました。これ

が第３回、第４回に実施したという流れにな

っています。 

指標の部分については、資料のところに、

「やってみよう モニタリングの検証」という

ところで、この資料は、ここにあるサポート

資料等を参考に作成させていただいています。 

これの説明は難しいところもあるので、実

際のイメージはまたこの後、皆さんとの話し

合いの中でも聞いていただければと思います。 

まず、この視点チェックポイントというと

ころが指標になるかと思います。エンパワメ

ントの視点、総合的な生活支援の視点、ここ

から６つの視点ですね。 

これに対して、ここでは実際のモニタリン

グとか計画の評価はつけていないのですけれ

ども、そこで見たものについて、主任さんと

事例提供者さんと一緒に、振り返り内容とい

うものを記載していくイメージになります。 

その時に、右のところに「基幹相談支援セ

ンターチェック項目」というのがあります。

その結果の中に、内容が記載されているかと

いうところでチェックができるのですが、事

業所訪問をしながら感じ取ったところでは、

当事者さんの状況によっては、なかなか色々

な理由で記載することができない。けれども、

視点としてはきちんともっていて、支援のと

ころが軸になっているという部分は当然確認

が取れるわけです。そういった部分が「記載

されていないが理由があり、意識されている」

というところでチェックするということを考

えました。 

また、スーパーバイズの話し合いの中で、

「そこの視点大事ですね」というお話になる

ことも何回もありましたので、話の中でそう

いったところに言葉として意識されていると

いう部分が感じ取られたというところも項目

として入れてあります。 

逆に、この話し合いを通すことで改めて意

識化ができたというところもあれば、それ以

外の部分を「その他」といった形で記載しな

がら、実際の行動変容の部分と、改めて振り

返るという形を考えてきました。 

これについてはですね、４回目を、最初Ａ

４やＡ３で、Ａ４を２枚でやってみたり、真

ん中のところにあるセルフチェックなどは、

最後の方で、「こういった構成のセルフチェ

ックがあった方がいいよ」と言われているの

で、書いてみたものだと思います。このＡ３

版は、皆さんにとって初めてになるのかなと

思います。 

実際、それも試作版を使いながら訪問をさ

せていただいた中で、意見をいただいたのが

第３回、第４回になります。 

また、第２回、第３回、第４回で、主任相

談支援専門員というところもあったので、基

幹相談支援センターの職員の入り方なども検

討して、第４回目などは、個別ケースについ
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て振り返りを元に、基幹相談支援センターが

話し合いに加わって、みんなでやるみたいな

形をとってみました部分もあります。 

そのようなところで、いくつか試してみた

ところでのイメージや、具体的にまだまだ足

りない部分、これを具体的に進めていけるの

が良いかというところを、皆さんと対話させ

ていただきました。これが第２回目からの取

り組みとなっております。 

今回実施した事業所訪問は、あくまでここ

で検討することも含めた素材集めが主な目的

です。ですので、この方法で行きますよとい

う意味ではなく、ここから皆さんと一緒に作

り上げる作業が必要です。本当にそういった

意味では、様々な視点、質問、分からないと

いうところも含めて、ご意見をいただければ

と思っています。そういった中で、効果的な

方法や指標について考えていきたいと思いま

す。 

それを考えることによって、実行に移り、

何より地域で当事者の方たちのサービスがよ

り安定したものになるというところが一番大

きいと思いますので、その軸は変わらないと

思っております。そういった部分を考える材

料として、この後のご検討の内容に充ててい

ただければと思っております。以上です。 

 

〇小杉部会長 

ご説明ありがとうございました。 

相談支援の質向上の取り組みということで、

今回事業所訪問を４回ほど行いました。元々

背景にありますのは、相談支援のネットワー

ク連絡会の方で、相談支援事業所の職員が集

まりネットワークになって行っているのです

が、昨年までも事業所訪問というものも続け

て行ってきていました。 

その中では、やはり拠点機関としっかり繋

がる、協働していくということが、質向上に

繋がるのではないかということと、なかなか

１人事業所の方なども多いみたいですから、

ネットワークに来られない方もいらっしゃい

ますので、しっかり情報で共有させていただ

いたり、ネットワークの一員になっていただ

けるよう声がけも含めてやらせていただきま

した。質向上に繋がるのではないかというこ

ともあり、さらにそれに加えて、今回の事業

所訪問の中で、スーパーバイズを加えたらい

いのではないかということで、今回自分たち

でやってみたということになります。 

この取り組み自体が、相談支援の計画相談

というものにフォーカスが当たっており、分

かりづらい方も多いかと思います。この後グ

ループワークに移っていただく予定なのです

が、事業所訪問の内容の共有と同時に、計画

相談自体がどんなものかというのを、やって

いる方は分かるかと思いますが、実際に関わ

っていない方には分かりづらいかと思います。 

その辺りのところも含めて、共有の時間をさ

せていただければと思っておりますので、ま

ずよろしくお願いしたいと思います。 

グループワークは２０分ぐらいとらせてい

ただきまして、特に実践していただいた委員

の方を中心に、お話を進めていただければと

思います。「こんなことやったんだよ」とか、

「こんなことを感じました」ということをお

話しして、活発な質疑が出ればいいかなと思

っておりますので、どうぞよろしくお願いし

たいと思います。ホワイトボードなどもござ

いますので、うまく活用していただければと

思います。 

グループの主任相談支援専門員の方に中心

になっていただき、申し訳ないですが、司会

進行をよろしくお願いいたします。よろしく

お願いします。グループワークで共有したこ

とは、各グループで発表いただきたいので。 

各グループ発表できるようにお願いします。 
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―１回目のグループワーク― 

 

 

 〇小杉部会長 

グループごとの意見ができているかと思い

ますので、意見共有の時間を少しだけですが

設けられればと思います。前半で共有したこ

との発表を、各グループからお願いできれば

と思います。 

 

〇相原委員 

３グループです。あしたば相談支援センタ

ーの相原と申します。皆さんとお話ししたこ

とを簡単に報告させていただきます。 

まずは、本当に基本的なことで、ご家族の

方がおっしゃってくださったのは、まず計画

相談というのをあまりご存じなかったという

ことでした。まだその計画相談というのを、

本当にご家族や当事者の方々に届いていない

のだなということがすごく感じられたので。

もちろんメインの議論の前に、まずこのとこ

ろが色んな方に届くといいなという風にみん

なでお話をしました。 

これから、実際に事例検討と、事例検討を

しながらのスーパーバイズということなので

すが。そのスーパーバイズの中で、事例にあ

まり寄りすぎてもいけないし、規範的なとこ

ろ、取り組みの姿勢といったところをどうす

るかのバランスも難しかったのじゃないのか

なという話がありました。 

行政の方が一緒に入っていただいて検討し

たというのは、「行政の方がいらっしゃると

ちょっと緊張しちゃうんじゃないの？言いた

いこと言えないんじゃないの？」という話も

あったのですが。逆に、実際に事例検討した

方からも、また私がスーパーバイズさせてい

ただいた立場からも、「もっと行政から現場

を見てほしい、現実を知ってほしい」という

思いがあったので、結構その辺はしっかり伝

えて理解していただいた。その場として、こ

のモニタリングに入っていただいたのは良か

ったなというお話をしたりしました。色々な

話をしましたが、とりあえずここまでにさせ

ていただきます。ありがとうございました。 

 

〇青木委員 

この２グループでは、モニタリングそのも

のに焦点を当てるのではなく、相談に携わる

人たちが困っていることを知るということも

大事なのではないか、あるいはその困ってい

ることを解決するのに向けてどんなツールが

いいのではないかということを、改めて確認

する、というお話からスタートしています。 

ＯＪＴとか、色々な人材育成の方法がある中

で、改めて事業所を訪問する。その中で、決

まったツールを用いたやり取りをしながらや

っていくという方法なのですよ、なんて確認

をしています。 

私も１回目と３回目で事業所に伺わせてい

ただいて、取り組みをした中では、その成功

体験というか、「なんか来た」みたいな感じ

じゃなく、嫌われるでもなく、できてないこ

とばかりを言われるでもなく、できているこ

とも認めていくということが可視化されると

いうことが、私自身もすごくいいなと思いま

した。その可視化されるのがすごくいいなと

いうことを望んでいます。 

訪問することで、相談員さんの得意なこと

や特色が分かるということもあって、訪問す

ることの有意義さということもあります。普

段からいてもらうことで、支援を受けられる

ようになるのではないか、なんて話になりま

した。 

特にこのモニタリング検証という方法に関

しては、ケースを担当する例えば相談支援専

門員について、対象にするというか、ケース
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を深めるのではなく、相談支援専門員のこと、

あるいはその事業所を俯瞰的に見るというこ

とが大事になる。そういう取り組みを通して、

相談支援事業所をサポートしたりだとか、ネ

ットワークに行きたいけれども、なかなかそ

のネットワークでできることだけではなかっ

たりするので、そういう方法も良い、という

話になりました。 

制度として良いことなので、事業所訪問と

して確立することと、やはり、否定的な感情

で終わらなくて済むという、その仕組みを作

ったという感じです。 

弱い部分は自分でも分かっていて、相談員

1 人で抱えている部分もあります。そういっ

たことからしても、不得意や得意がある、そ

れをみんなで育ち合っていくというそんな仕

組みが、最終的には質向上に繋がるのではな

いか。 

１つ意見として、一番「そうかそうか」と

思ったのは、検証はすごく大事なのだけれど

も、相談をされている方が相談員を変えたい

という話を受けたという話からも、モニタリ

ング自体の難しさもあるわけです。発語がな

かったりコミュニケーションが難しかったり、

保護者の方のニーズなのか、本人のニーズな

のか分かりにくい時に。 

意見として、最初に「困っていることを知

るのがいいんじゃないかな」ということを私

も言いましたが、確かに言われてみれば、こ

のシートは今のところ、すごく肯定的な表現

が多い。それを修正し、困っていることは何

かということが記載される、あるいは記録さ

れるなんていうそんな部分がいいのかなんて

いうことをこの中でお話をしました。以上で

す。 

 

〇芝委員 

私たち 1グループでは、ちょうど１回目、

２回目、３回目に訪問した方、この場で全部

状況が分かったので、1 つ 1 つ流れに沿って

確認していきました。 

１回目は、ＳＶということで、ＯＪＴとい

う方法で色々やった結果、協力を受けたとこ

ろで、自分自身の声を聞かせて、合わせて、

そこに同席した職員たちも、色々な気づきに

繋がるというのが良かったなという反面、な

かなか書類の準備などもあり、色々大変なと

ころもあったかなという話になりました。 

２回目は配慮そのまま実施したということ

で、受ける側の準備の配慮が少しされたのか

なという風に変わりました。事例は、研修形

式での事例検討に近い形で行いながら、ここ

に意見を合わせ、お悩みということで、個別

のケースを振り返りながら、色々な相談にな

りました。 

相談支援だと、どうしても１対１の方向に

なるので、複数の相談員がいる事業所だと、

それを持ち帰って相談することもできるけれ

ど、多分 1人の事業所だと、そのままになっ

てしまう。 

そんな話をしながら、サポーティブに関わ

ることで、得るものが得られるのではないか

というのが、２回目の訪問で気づいた点でし

た。 

３回目で、このシートが出てきたというとこ

ろでは、そのシートに沿った質問がされてい

くことで、1 つ 1 つの実践がリアルに振り返

ることができたなということでした。 

それを振り返っていくことで、支援に自信

をつけるような言葉がけがあったところも多

かったのかもしれないけれど、自分自身もで

きていたのかなという、自信に繋がることが

できたということ。 

また、右側のところですが、基幹のチェッ

ク項目などもあることで、別の視点で見る人

がいることでも大丈夫かなという話もありま
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した。 

一方で、この３回、４回目に繋がっていく

ところなのですが、本人の意向が全て書類に

落とせるかというと、そうじゃない。人によ

っては、書かないことが本人にとって大きい

というか、本人の支援だというところもあっ

た。 

そこで、「そもそも検証って何のためだろ

うね」という話が出てきて、書類を作れると

いうか、良い書類を作れるということではな

く、相談支援として必要な視点というところ

を振り返ることが、大事なんじゃないかとい

う話になりました。 

その視点が書面にはないというのも、実は

ちゃんとそういった視点を持っていて、それ

が分かっているよということがみんなで共有

できたりするということも大事。グループの

話題はなかったけれど、私の話にも入ってし

まいますが、そういった視点が自分に欠けて

いたというところに気づくというところが、

大事だと思う。そういった意味で、みんなで

共有したり、考える場となるのがすごく大事

なのだなと思いました。 

書類を受け取っている相談員や、ご家族と

して受け取っている立場からすると、サービ

ス計画というのは何が必要なのかということ

が、誰にでも分かることが大事です。全てを

網羅して全部書いてあることが大事というよ

りは、一番大事なところを落とさないこと。

あとは、本人がモチベーションを上げて次へ

と進んでいく推進力になるものだと、必要性

として大事になってくるのかなという話があ

りました。 

あとは、私も「ああ」と思ったのですが、

計画に書いてあると、やってないことでも言

いやすい、やっていることとして確認しやす

いみたいな話があって、その通りかなと。そ

れは書面として書く効果だと思ったので、そ

れは大事にしていきたいと思いました。以上

です。 

 

〇小杉部会長 

意見交換ありがとうございます。 

私も参加させていただきまして、今回やは

りモニタリング結果の検証という話もありま

したが、モニタリングだけ見てもどうにもな

らないというのが、多分皆さんもやられて思

われた部分だと思います。経過が重要である

とか、計画があって、進んでいくというとこ

ろが大事だったのかもしれません。そういっ

たところも含めて、意見共有できたのじゃな

いかと思います。 

この後も、グループワークを引き続き意見

交換進めていただきたいのですけれども、今

回、この事業所訪問が質向上に繋がるのでは

ないかということで実践してみましたけれど

も、今後に向けて、もっとこういうことをし

た方がいいのではないかとか、別なアプロー

チをした方がいいのではないか。また、各グ

ループからも出ておりますが、モニタリング

を見ることにはあまり意味がないのではない

かというところがあります。「モニタリング

の検証」というネーミングではありますが、

こういうものをどういう名称にしたらいいの

か、というアイデア出しの時間に使っていた

だければと思います。 

司会進行は主任相談支援専門員の委員の方

にお願いしたいと思いますので、よろしくお

願いします。あと２０分位しましたら、発表

と、情報共有の時間にさせていただければと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

―２回目のグループワーク― 
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〇小杉部会長 

意見が尽きないかと思いますけれども、グ

ループで話し合われたことの共有をよろしく

お願いしたいと思います。 

 

〇芝委員  

今までは、経緯も踏まえながら、昨年は事

業所を評価してみて、今年は主任、基幹で訪

問してスーパーバイズでの確認をしてきた、

やはりでも、その確認は必要なのかなという

話が出たりしました。 

言われたことをやるだけでなく、やるから

にはしっかり中身のあるものが必要で、話を

している中で、「モニタリング検証」という

言葉がすごく嫌だ、「チェックされている感

じがする」という意見もありました。どちら

かというと、悩み相談のようなことの方がき

っと必要なんじゃないか。 

それは何故か考えると、相談支援事業所が

今もまだ足りていない中で、辞めてしまう方

や疲弊してしまう方もいる。そういったとこ

ろで、１人でやっていくのが大変だという方

もいる中で、相談支援を継続していけるよう

な仕組みを作ることが大事。地域全体で相談

支援を捉えていくというところでは、一番の

目的としては支援者支援が大事なのではない

か。 

資質向上というところもすごく大事だけれ

ども、まずは支援者が何を得られるかという

ことが大事。利用者のメリットになっていく

こと。それって全部連動しているのだという

こと。相談支援の楽しさなんか分かってきた

ら、きっと支援の質は変わってくるし、辞め

る人も減ってくるだろう。相談支援員が増え

たら、それを受けたい人がちゃんと相談支援

を受けられるようになるということで、みん

な繋がっていく。 

やはり今は、困っていることや悩みの相談

ということが必要で。今回の事業所訪問は、

ネットワークでもみんなで協力し合う形も取

っていますが、より個別により深い話ができ

る場として必要なのではないかという話があ

りました。 

チェックシートは、「チェック」という言

葉で、なんとなく「できてないな」と思って

しまうことも結構多いかなという感じもあり

ます。 

ただ、実施していく中でも、やり方として

今の形をとっていくと、主任相談支援専門員

の人数が限られている中で、どのくらい訪問

できるかとか、どのくらいの負担があるか。

あとは、知的、精神、児童など、対象者によ

って計画自体の内容もだいぶ違う。分かれて

いる内容も違うし、使えるサービスも違う。

その中で、誰が訪問するかというところでは、

自然なマッチングも。全部が自分の専門分野

でやっていくとは思わないけれども、やはり

分からないところでもアドバイスとか、良い

解決策への道筋も難しかったりするのかな、

とも話しました。 

最後に話していたのですが、私たちでやっ

ていく中で、少し当事者本人の声というのが

可視化できて、いるといいなということで。

サービスに対しては、聞き取りは皆さんされ

ているかと思いますが、計画相談自体に対し

て本人たちがどう思っているのか聞く機会っ

てなかなか無いなと思っています。それが今

回のモニタリングとリンクするか分からない

のですけれども、「やっていて良かったな」

と思えているとか、「相談支援が入って良か

ったな」と思えているかというのは、すごく

大事なことなのではないかなと思いました。

以上です。 

 

〇青木委員 

２グループはより良くするアイデア出しと
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いう時間の後半でした。色々な話があったの

ですが、「どこの誰がやったら、こういう仕

組みを継続して、持続可能な仕組みになるの

だろうか」ということが、最初に投げかけと

していただきました。 

確かに、それぞれの事業所にしろ、皆さん

にしろ、時間には限りがあります。事業所の

数も一定数以上ありますので。どういう形に

すると、持続できる、継続できる、そして育

成に繋がったり、支援の方に繋がるのかなと

いうのは、本当に大きな問題、課題だなとい

う風に確認できました。そのことについての

アイデアを出すことはできなかったのですが、

大きな課題だなと思いました。 

例えば、このグループには民生委員さんがい

っらしゃるのですが、その中で、失敗談を含

めた体験を語るような会、あるいは実践につ

いて共有する会、なんていうことが行われて

いるそうなのですね。それに倣い、相談支援

専門員もネットワークがあるので、色々な企

画がありますが、体験談を共有していくなん

ていうことは、やはり、個々人の引き出しが

増えていくという意味では良い取り組みなの

かもしれないかな。 

複数の相談支援専門員がいる事業所であれ

ば、内部で定期的にできる取り組みなんだけ

れども、複数の事業所の近くで集まってやっ

ているところもある自治体ではあるそうなん

ですね。やはり、これにはマンパワーも必要

になるけれども、誰がやるか、いつやるかと

いうことは、この仕組みを考えていく上では

課題になっていくところかな。 

また、色々なところで出てきていますが、

負担にならないということですね。受ける側

も準備や心理的なことを含めて、負担になら

ないというのがポイントなのかなというとこ

ろです。 

知的障害の相談員も、フォローやバックア

ップできるということを考えたそうで、仲間

を探そうというキャンペーンを、当事者の方

に対する資格としても行っているそうなので

すね。 

相談ネットワークなんかだと、その都度そ

の都度議題をしているのだけれども。書きた

い人、あるいは表現したい人が、そこで困っ

ていることや悩めることが表現できるような

機会があれば、大前提で、今無記名なのだけ

れども、それを例えば記名式にするとして、

「こんなこと困ってるから相談に乗って欲し

いです」と表明できる場所があったり、大き

く解決ができる。それが結果的に、育成に繋

がったり、その相談支援に携わる本人のため

の取り組みになるのかな、なんていう話もで

きました。 

 

〇相原委員 

１グループ、２グループと重複の部分も多

かったかと思いますが。まず、「モニタリン

グの検証」ということで、その言葉から受け

ると、検証というところが、受ける側として

萎縮してしまうところがあるのかな。良いネ

ーミングというのは提案できなかったんです

けれども。 

やはり、支援者、その相談員を支援する、

困っていることや悩むことに対応できるよう

な場になるといいのかな。それがその先の利

用者さんたちの、質向上に繋がっていくのか

なという話が出ました。 

足立区は結構１人事業所さんというのも多

いというお話を聞かせていただいて、本当に

お一人だと、色々な困りごと、相談もできに

くい、１人で抱え込んでしまうこともあるん

だろうなという話でした。 

では、このモニタリング訪問させていただ

く時の、スーパーバイザーとのマッチングと

いうところで、やはりその分野が同じ方がい
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いのか、似たようなところが良いのかという

話も出ていました。 

受ける側としては、実際に役立つ情報など

も聞きたい。色々な資源だったり、実際の対

応の仕方みたいなものを期待しているという

のは、やはり問題意見としてはあるので。経

験があるような人の方が良いという話も出ま

した。 

また、これから訪問などをやっていくにし

ても、ネットワークにしても、周知というの

も広く色々な方にしていただかないと、「こ

ういうことをやってるよ」というのが、例え

ばご家族やご本人にも届いていないといけな

い。そういった前段階の周知を広く広めてい

く努力、何かそういったものも必要なのかな

ということが意見として出ました。 

まだ計画相談を受けられていない、希望し

ても受けられていない方もたくさんいらっし

ゃるし、数が足りなくて、相談支援専門員と

しても非常に困っているということもありま

す。色々と課題や問題もあるのですが、そう

いった問題もあるなという話も出ていました。 

この訪問によるモニタリングの検証を続け

ていくにしても、基本的に、利用者の支援に

うまく繋がっていて、支援者が元気を出し、

さらに頑張れるようなものになるといい。 

これは私の個人的な思いだったのですが、

相談支援をやらせていただいていて、苦労も

いっぱいあるけれども、楽しいというか、や

りがいのある仕事だなというのがすごくある

ので。それを伝えられるような、もっと相談

員を増やしたい。私たちも募集しています。

「誰かを紹介してください」という感じです

が。もっと仲間を増やしていきたいし、こう

いったものを含めて、もっとみんなに楽しい

と思っていただいて、もっといっぱい頑張っ

ていこうとみんなで思えるようになったらい

いかなと思いました。以上です。ありがとう

ございました。 

 

〇小杉部会長 

皆さん、ありがとうございました。 

様々な意見を聞くことができまして、なか

なか話をまとめるところまでは今日の段階で

難しいかと思います。大体意見は、発表以外

にも、グループの中でたくさん細かな意見な

ども出てきたかと思いますので。そういった

ものをしっかり拾い上げまして、１月の下旬

に、ケアマネジメント評価者会議もございま

すので、こちらの方で、データを材料にして

話し合いができたらいいのじゃないかと思っ

ております。本日もありがとうございます。 

今年度の相談支援部会は今回で終了という

ことになりますが、意見がまとまるという感

じではなかったかと思いますので、そのこと

は大変申し訳なかったかと思うのですけれど

も、来年度もございますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

今年度のところで、今回はモニタリングの

検証について皆様のご意見をいただくという

内容でしたが、それ以外の部分でも何か、今

年度「これだけは言っておきたい」といった

ご意見等があれば、いかがでしょうか。 

特に無ければ、何かここでは言いづらいこ

ととかもあるかもしれませんので、何かあり

ましたら遠慮なくお声がけいただければと思

います。どうぞよろしくお願いします。 

本日は本当にありがとうございました。議

事の方は終了しまして、報告をお待ちしたい

と思います。ありがとうございます。 

 

〇中沢事務局員 

ありがとうございました。本日の議事とし

ては終了となります。ご意見ありがとうござ

いました。 

事務局をやっています私としても、ついつ
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い事務局として焦ると、すぐに成果物を作り

たくなる、結果を出したくなるところなので

すが。このように皆様からたくさんの意見を

いただき、一緒に考えてもらっている、この

体験はやはり事務局としてもとても大切にし

ていかなければいけない。行政的な結果を作

るのではなく、当事者さん、皆様にとって一

番いい形を作り上げることが大切だと思いま

す。 

まだまだ至らなかったり、スピード感がな

かったりする部分はあろうかと思いますけれ

ども。これで皆さん終了ではないので、次年

度もございます。至らない部分はどんどんご

助言いただいて、良いものを足立区の中で作

っていくというところでお力を貸していただ

きたいと思いますので、引き続きよろしくお

願いします。ありがとうございます。 

はじめに説明しました通り、ヒアリングル

ープを試させていただきまして、それを体験

していただいた石井さんとしてはどうだった

かというのを、ご意見としてさせていただき

ます。 

 

〇石井委員 

ありがとうございます。私が補聴器を使い

始めたのは、この会議に出るために、もう 1

年使っているのですが、ヒアリングループと

いうものは知りませんでした。 

ここが、たまたまあしすとだったので、こ

この声は大変よく聞こえます。ご協力いただ

きましてありがとうございました。あしすと

はこういった設備があって、大変ありがたい

と思います。ありがとうございます。 

 

〇中沢事務局員 

ありがとうございました。ヒアリングルー

プについて、ご使用の機器を職員が持ってい

ますので、どんな音で聞こえるか、もしこの

後の会が終わった後ですね、知りたいと思え

ば、体験できるような形にもなっております

ので。お帰りの際に体験していただければと

思います。 

今年度の部会は終了となります。最後に、

所長からお願いしたいと思います。 

 

〇山本委員 

あしすと所長の山本です。本日はご出席あ

りがとうございました。私が他の用務で遅れ

て参りまして申し訳ありませんでした。 

普段、大きな会場で会議をしていて、そこ

で意見を共有しあえているということもいい

わけですが、今日みたいに小グループで、ポ

ンポンポンと意見を出して、その場で質問し

たりということもいいなと思いました。中に

は相反するような意見もありますが、両方と

も正解というのもあったなということで、こ

ういう形もいいなと思いました。 

いずれにしても、モニタリング、第三者評

価等は質向上ということで皆さん共有されて

いましたけれども、評価ということだけでな

く、やる気とか、褒めてあげる等のキーワー

ドも聞こえてきました。そういったことも重

要だなということを私自身認識させていただ

きました。 

今月中に、他の会議でケアマネジメント評

価者会議というものがありますので、そちら

で共有させていただきたいと思っております。 

先ほどからお話ありました通り、来年度、

令和７年度もございますけれども、ひとまず

令和６年度は本日で最後ということで、本当

に長い間ありがとうございました。今後とも

どうぞよろしくお願いします。どうもありが

とうございます。 

 

〇中沢事務局員 

それでは、以上を持ちまして、第３回相談
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支援部会を終了させていただきます。皆様ど

うもありがとうございました。 


